
十 和 田 一→ 函 館

 2班  短 食2の1

宇治橋i真 梶,曾 我,岩 藤'

上住,佐 々木,坂 部,久 保

 7月17日(第5日 目)

 十和田湖畔での一一;夜が明け,今 日は牛乳 とアイスクリームの本場である北海道 へ行ける

と思 うと,胸 が高鳴る。さすが東北だ。朝は涼 しいのを通 り越 して,む しろ寒かつた。で

もあの十和田湖の美 しさが忘れ られずs再 び湖1こそつて遊覧船の中か ら小 さく見えた乙女

の像 まで歩 き,ロ マ ンチックな想いを抱かせた透 き通る青藍色の湖水f'別 れを告げs奥 入

瀬i'向 かった。小雨が しとしと降 り始め,バ スの中か ら眺めた湖は,か すんでいて,い つ

そ う私達をひきっけ,去 り難い感 じだった。まもな く右i'左 にと濃い緑の樹木の間か ら,

静閑さの中i'も 男性的な雄壮 さや崇厳 さを連想 させる美 しい滝。又それとは対照的に優美

な女性的な滝,可 愛い女の子を想わせる滝等,様 々な装いをした滝が,或 る時はや さしく,

又或る時はていねいに私達を迎 えて くれた。うっそ うと茂つた林の中に,自 い しぶ きを放
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っている滝の美 しさには心憎 い気が しないでもなかった。グ1一 ンァン ドホ ワイ かの調和。

東北にもこんな素晴しい所があったのか と驚かされs同 時にtこ こを歩 いた らどんなに素

適かと何度思った ことか。 この時・バスの方で私達の気持を察 して くれ たのか急に音もな

くTタ イヤの空気がもれ出 して,私k......行はバスを降 りて,小 雨のけむる中を,レ インコ

ー}と 相合傘で,漢 流 と緑の樹木の美 しさを満喫 しなが ら歩いた。○ヤ ングレデイ曰く

「彼と歩いた らどんなに素晴 しいだろう!」 それほ ど奥入瀬の漢流は情緒があ り又,石 が

戸の洞屈では興味ある話をも聞いた。石が戸の洞屈か ら再びパスにゆ られて,八 甲田連峰

を横 目に,冬 はスキーが出来 るとい う見晴 しの艮 い高原を走つて,本 州の最北端,青 森へ

と向かった。

 青森駅か ら連絡船までの,も のす ごく長 いプラツ トホームを渡 り,階 段を上 り,重 い荷

物を持つて,や っ とのことで連絡船に乗 り込む ことが出来た。いよいよ本州 とも一週間の

お別れで,憧 れ の地 北海道 に向かつて出発。私達の胸は,普 段の何倍 かにふ くらんでい

た。細い階段をかけ上つて,甲 板に立っ と,次 第に遠 くなる山々を眺め思いにふけってい

る人も多 く,又,カ メラを相手に 「カモメ」 と題す る芸術写真を撮ろ うと,は りきってい

る人,ス カー フをして,海 の水か ら目を離さなレ㌧へ,皆 思い思いの自分の時間を過 どして

いた。寒 くなつたので船室に戻 ると,テ レビの周 りは黒山の人。何かと思つてのぞ くと,

砥園祭の中継をやっていた。 しば らくは,京 都をなっかしく思い浮かべ,パ イ トに精を出

してい る友人は,さ ぞ暑い暑いを連発 しているだろ うと想像 した。そ うこう思っているう

ちに釜めしの登場/朝 が早かつたので美味 しかつた こと。わずか数分間で釜 の底 までき

れいに平 らげた。 トラ ンプや ゲームそして午睡を楽 しんでいるうちに,い つの まにか函館

の山々が見え出した。連絡船を降 りる頃f'は 雨も止んで私達の旅行 を心か ら歓迎 してくれ

るかのようで嬉 しかつた。函館駅か らバスで,そ の 日の宿舎,花 菱旅館へ向かつた。途中,

北海道 らしい草原 とサイロをみて,や っ と着いた と思つた。

 こうして私達 の北海道での第一歩が始 まったのである。
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